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　加齢とともに高い音が聞き取りにくくなる「加齢性難聴」。放っておくと、
認知症のリスクにつながることもあります。今回は、加齢性難聴の正しい知識
や対処法について紹介します。
 ◎問い合わせ　いきいき長寿課　☎23-3184

加
齢
性
難
聴
と
は

　
40
代
を
過
ぎ
る
と
、
高
い
音
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
る
加
齢
性
難
聴
。
そ
の
症
状

は
徐
々
に
進
行
す
る
た
め
、
普
段
の
生
活

で
聞
こ
え
に
く
さ
に
気
付
き
づ
ら
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
降
に
な
る
と
、
軽※

度
難

聴
以
上
の
難
聴
が
あ
る
人
の
割
合
が
増
加

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
性
難
聴

は
決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

小
さ
な
声
や
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話

が
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
状
態

聞
こ
え
の
仕
組
み

① 

鼓
膜
が
音
で
振
動

② 

内
耳
の
有
毛
細
胞
が
振
動
を
電
気
信
号

に
変
換
し
て
脳
に
伝
達

③ 

脳
が
電
気
信
号
を

受
け
取
り
、
音
が

聞
こ
え
る

加
齢
性
難
聴
の
原
因

・
有
毛
細
胞
の
減
少

・
電
気
信
号
を
受
け
取
る
脳
機
能
の
低
下

・ 

騒
音
（
騒
音
の
環
境
に
い
る
、
大
音
量

で
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
す
る　
な
ど
）

・ 

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
な
ど
が
聴
覚
に
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
あ
り
）

　加齢性難聴は本人が気付かない
場合もあるため、家族の働きかけ
が大切です。「テレビの音が大き
い」「会話中に聞き返すことが多
い」など、聞こえにくさのサイン
に気付いたら、専門医の受診を勧
め、早めの対策を行いましょう。

いきいき長寿課
主任主事

山口　郁美

その“聞こえにくい”は
もしかして「加齢性難聴」かも

加
齢
性
難
聴
を
放
っ
て
お
く
と

　
近
年
、
加
齢
性
難
聴
が
認
知
症
の
原
因

の
１
つ
に
な
り
得
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
出
先
で
危
険
な
目
に
遭

う
可
能
性
や
災
害
の
警
報
な
ど
に
気
付
き

に
く
く
な
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

・ 

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
避
け
て
し
ま
う

・ 

会
話
に
参
加
で
き
ず
孤
立
し
て
し

ま
う

・ 

危
険
を
察
知
し
づ
ら
く
な
り
、
外

出
が
お
っ
く
う
に
な
る

・ 
音
に
よ
る
刺
激
が
少
な
く
な
り
、

脳
機
能
が
衰
え
る

・ 

神
経
細
胞
の
働
き
が
弱
ま
り
、
脳

の
萎
縮
が
進
む

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る

「
聞
こ
え
に
く
い
」
と
思
っ
た
ら

　
「
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
で
は
な
く
、

正
し
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
聞
こ
え
に
く

さ
が
軽
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
、
補
聴

器
が
必
要
か
ど
う
か
診
断
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
補
聴
器
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

ら
、
聞
こ
え
方
の
微
調
整
が
で
き
る
専
門

店
で
購
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
補
聴
器

は
、
眼
鏡
の
よ
う
に
装
着
し
て
す
ぐ
に
改

善
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慣
れ
る

ま
で
時
間
と
聞
こ
え
の
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要

で
す
。

◆
聞
こ
え
と
認
知
症
の
関
係
性

〝 

〞

早めの対策が必要です

聞こえにくい

9 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2026.3

　

会
場
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
５
月
以
降
も
随
時
、
受
け
付
け

ま
す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　

福
祉
課　
　
　
　

☎
23-

３
１
０
２

　
　

障
が
い
福
祉
課　

☎
23-

２
９
８
０

◉
対
象　
70
歳
以
上
ま
た
は
、
65
歳
以
上

の
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
な
い
市
民

◉
交
付
場
所　
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
地

域
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◉
交
付
手
数
料　

千
円

◉
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
（
代
理
申
請
不
可
）】

・ 

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
横

２・５
㌢
×
縦
３
㌢
で
脱
帽
し
、
顔
が

鮮
明
に
写
っ
て
い
る
も
の
）

※ 

写
真
は
交
付
窓
口
で
撮
影
で
き
ま
す

（
無
料
）

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
書
類

【
更
新
】

・ 

所
持
し
て
い
る
敬

老
バ
ス
券

◉
そ
の
他　
地
区
公

民
館
な
ど
で
の
受
け

付
け
は
、
広
報
都
城

４
月
号
に
掲
載
予
定

　
カ
ー
ド
は
発
行
の
翌
日
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。
現
在
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
人

は
、
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◉
対
象
・
交
付
場
所

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
（
１・２
級
）、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１・２
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
介
護
者
付
き
温
泉
磁
気
カ
ー
ド
の

交
付
が
可
能

◉
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
本
人
申
請
】　
本
人
確
認
書
類
（
②
は

該
当
の
手
帳
、
②
の
主
な
介
護
者
は
介
護

を
受
け
る
人
の
該
当
の
手
帳
お
よ
び
所
持

者
は
温
泉
磁
気
カ
ー
ド
）

【
代
理
申
請
】　
交
付
対
象
者
の
本
人
確

認
書
類
（
②
は
該
当
の
手
帳
）、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類

※ 

①
は
交
付
対
象
者
の
本
人
確
認
書
類
が

な
い
場
合
、
委
任
状

敬老バス券と
温泉磁気カードの
受け付けを開始します！

４月１日㈬から

①
65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
37
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
65
歳
未
満
の
市
民

障
が
い
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
（
リ
モ
ー
ト

窓
口
対
応
）

敬
老
特
別
乗
車
券

（
敬
老
バ
ス
券
）

健
康
増
進
施
設
利
用
助
成
券

（
温
泉
磁
気
カ
ー
ド
）

▶敬老バス券について

▶温泉磁気カードについて

新規で申請する場合、代理申請もできますか

65歳の誕生日以降でないと申請できませんか

令和８年度中（令和９年３月31日まで）に65歳以上になる人は、４月１日から申請できます

代理申請はできません。本人確認や顔写真の撮影などが必要なため、申請を希望する本人が窓口
にお越しください。なお、更新の場合は代理申請が可能です
※所持している敬老バス券や本人確認書類が必要

Q

Q

A

A

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

（
Ｑ
＆
Ａ
）


